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児童 保護者 教職員 評価 コメント

A 33% 29% 8%
B 37% 52% 85%
C 22% 5% 8%
D 8% 5% 0%
E 0% 9% 0%

平均

A 38% 31% 31%
B 35% 55% 54%
C 21% 5% 15%
D 6% 4% 0%
E 0% 5% 0%

平均

A 30% 23%
B 40% 54%
C 6% 15%
D 3% 8%
E 21% 0%

平均

A 68% 38% 46%
B 16% 43% 54%
C 7% 5% 0%
D 10% 3% 0%
E 0% 12% 0%

平均

A 60% 43% 23%
B 28% 42% 54%
C 8% 5% 23%
D 4% 4% 0%
E 0% 6% 0%

平均

A 35% 23%
B 45% 69%
C 3% 8%
D 3% 0%
E 14% 0%

平均

A 40% 23%
B 52% 77%
C 1% 0%
D 1% 0%
E 5% 0%

平均

A 34% 54%
B 52% 46%
C 0% 0%
D 1% 0%
E 13% 0%

平均

A 54% 36% 23%
B 24% 51% 69%
C 14% 3% 8%
D 7% 3% 0%
E 0% 8% 0%

平均

A 36% 32% 8%
B 36% 48% 54%
C 17% 9% 38%
D 11% 6% 0%
E 0% 4% 0%

平均

A 34% 23%
B 55% 69%
C 8% 8%
D 3% 0%
E 1% 0%

平均

A 31% 31%
B 56% 62%
C 0% 8%
D 0% 0%
E 13% 0%

平均

・引き続き多くの外部の方に学校教育に
関わっていただく方向である。そのため
に、現在お願いしている講師の方々の連
絡先を確実に引き継いでいく。
・学習の輪を広げ、青梅市内にある様々
な歴史も発見して行きたい。また、いろ
いろな分野での人材の確保に努めてい
く。
・他校の取り組みや、第一中学校・第四
小学校とも連携して情報共有に努め、学
習内容の充実を図っていく。

・家庭学習については、各家庭の都合もあり
難しい。宿題チェックシートなどで低学年の
うちに定着させれば高学年になっても続くの
ではないか。
・タブレットを毎日持ち歩くのは非現実的
（重い、故障の心配などで）である。また数
年前のタブレットでも故障した場合の賠償金
額が当時の購入金額と同等と聞くが、それに
は疑問を感じる。保険対応等は出来ないか。

・事故の心配や故障・破損・使い方については
児童への指導を徹底する。市教育委員会と連携
してこれからも児童の学習を助け、学習の幅を
広げる意味でもタブレットの持ち帰りを進めて
いく。
・家庭学習の定着に関しては、各学年の計画に
基づき指導に当たって行く。「家庭学習のすす
め」を活用し、保護者会や学校だより、HPなど
で発信し、共有していく。

開かれた学校をつくる
ために、学校行事・学
校公開・学校便 り ・
ホームページ・メール
等で学校の情報発信
に努める。

・学校公開と保護者会を定期的に実
施できている。
・学校だよりの簡素化を図ることで
より見やすく、伝わりやすく改善で
きた。
・メールでの連絡など即時性をもっ
て情報を発信することができた。

・次年度も本年度同様実施していく。ま
た、より改善できる点を検討し、即時取
り入れていく。

B

・メールでの連絡は知りたい情報が早く
回るので大変助かる。
・学校だより等により保護者及び地域へ
の情報発信は達成されている。さらなる
職員の働き方改革の改善が求められる場
合は、隔月や季刊発行を検討しても良
い。
・学校公開3回、保護者会４回（子供が2
人なら8回）、運動会、発表会などの学
校へ足を運ぶ機会が多い。学校公開と保
護者会を1〜２回減らしてもいいのでは

・次年度も本年度同様実施していく。ま
た、より改善できる点を検討し、即時取
り入れていく。
・学校公開は、保護者が平日に参観しや
すい方と土日に参観しやすい方といるの
で、どちらも実施する方向で検討してい
く。また、教員の負担が軽減される方法
を教務部を中心に探っていく。

地域の自然・文化・産
業について教材化を
図り、体験活動を取り
入れるなど、地域の環
境・施設や人材の活用
に努めている。

・今年度は前年度にも増して様々な
方に協力いただき、学ぶ機会をもつ
ことができた。

・今年度のみ実施して終わってしまわな
いよう、校内で確実に引き継ぎ、次年度
以降も活動が継続できるようにしてい
く。

A

・学校の立地を生かした永山丘陵の自然
学習や青梅大祭をはじめとする地域の文
化学習が行われている。引き続き、地域
学習の取り組んでいただきたい。

A

・芝生の校庭は虫の発生など課題もある
が、ついじと相まって効果の方が大きい
と考える。遊びと体育授業の両面で活用
し、身体の成長に活用していってほし
い。
・児童の遊び方が家庭内ということが増
えてきている。学校で体を動かす活動を
取り入れりことは大変良いことだ。

・一昨年度から引き続き、芝生・ついじ
の活用を取り入れたサーキットトレーニ
ング・準備運動を一校一取組運動「一小
スタンダード」として取り組んでいき、
体力の向上を図る
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家庭と連携しながら、
「家庭学習のすすめ」
やICT機器を効果的に
活用して、家庭学習の
推進と内容の充実・定
着に努める。

タブレットの持ち帰りが許可されて
いないので、この項目の達成は難し
いと感じている。「家庭学習のすす
め」に関しては、配ってはいるが、
家庭の意識が高まっているとは感じ
られず、活用されていないのが現状
だと考える。

・家庭学習の習慣の定着に関しては、各
学年の計画に基づき指導に当たることで
改善を図るが、「家庭学習のすすめ」を
家庭で意識してもらえるよう、保護者会
や学校だより、HPなどで発信し、共有す
る機会を増やしていく。
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校庭の芝生やついじを体
育学習に取り入れたり、体
育的な活動を学校生活に
織り込むなど、運動の日常
化を図るとともに健康・体力
の向上に努める。

・体力テストの結果から児童の体力
が低下していることが危惧されて久
しい。本校ではついじ・芝生という
特徴を生かし、様々な活動を行うこ
とができている。
・ランランウィークを実施した。児
童は積極的に取り組むことができて
いる。

・一昨年度から引き続き芝生・ついじの
活用を取り入れたサーキットトレーニン
グ・準備運動を一校一取組運動「一小ス
タンダード」として取り組んでいくこと
で体力の向上を図る

A

・コロナ過も過ぎた一方で、新型コロナ
も含めた様々な感染症対策が求められる
が、基本の予防は変わることはないと思
う。手洗い、うがいを習慣的にできるよ
うに指導してほしい。
・子ども達が成長し自らの健康を自分で
気をつけて生きるよう、「こあら」を進
めていってほしいと考える。

・感染症予防対策として、引き続き『う
がい・手洗い・咳エチケット』等につい
て指導していく。また保護者とも連携し
『ハンカチ、ちり紙、マスク』等を常時
携帯するよう図っていく。
・養護教諭の取り組みを継続し、児童の
健康の増進に対する態度を育てていく。

日常の指導や避難訓
練・セーフティ教室等
の安全指導を通して、
自他の安全や生命を
尊重する態度や能力
を培う。。

・交通安全、不審者対応、SNSの扱
い方等、各学年に応じた指導ができ
ており、身についていると感じま
す。
・また、災害に対して教職員も新し
い知識を学んだり、実際の災害をよ
りイメージした避難訓練に改善でき
たこともよかった。

・引き続き交通安全や自転車の乗り方等
の身体的な安全だけではなく、心の健康
も保つためにSNSや交友関係の持ち方等
の指導を行い、自他の安全や生命を尊重
する態度を育てていく。
・これからも様々な場面を想定した避難
訓練を行っていく。

B

・様々な危険予測のトレーニングを行え
ていてよい。自転車の乗り方が荒い子ど
もを見かける。家庭とも連携し、引き続
きの指導を願う。
・児童自身の通学路にどの様な特徴や危
険があるかについて考えられている。

・家庭とも連携し、引き続き交通安全や
ヘルメットの着用等安全な自転車の乗り
方について指導していく。また、心の健
康も保つためにSNSや交友関係の持ち方
等の指導を行い、自他の安全や生命を尊
重する態度を育てていく。
・これからも様々な場面を想定した避難
訓練を行っていく。

保健指導や感染予防
教育を行い、安全で健
康的な生活を心がけ、
健康の増進に取り組も
うとする態度を育てて
いる。

・児童に対し、養護教諭が定期的に
保健指導を行ったり、児童用の保険
だよりなどを発行し、病気の予防に
関して意識させることができた。

・今年度同様、養護教諭の取り組みを継
続することで、児童の健康の増進に対す
る態度を育てていく。

・徳性は少しずつ身についていくものと
考える。本校児童の様子をしっかりと捉
え、どのような点に重点を置き指導に当
たるか考え、繰り返し指導していく。
・規範意識に関しては、道徳の学習に限
らず、学校生活全般を通して児童の道徳
性を養い、定着を図っていく。
・価値観が変わりやすい昨今なので、普
遍的な価値観についても考えて指導して
いく。

・少子化が進み異年齢の子どもが一緒に
遊ぶ機会が減少している中、縦割り班活
動の役割は大きい。引き続き、この活動
は継続していただきたい。・登下校の際
も上級生が下級生を思いやり、下級生も
上級生と楽しそうに登校している。
・清掃活動でやりたくない役割をやらな
い児童がいると聞いた。児童同士の話し
合いでは解決出来ない場面もあるので、
一定のルール決めも必要。

・引き続き自他への思いやりを育て、集
団としての自分の役割を身に付けさせる
ため縦割り班活動に取り組んでいく。ま
た、積極的に異年齢児童の交流を図り、
高学年の児童の活動の場を広げ、これか
らのリーダーを育成していく。
・生活指導部を中心に、縦割り清掃や日
常の清掃の在り方・方法について見直し
ていく。

「全力あいさつ」の指
導、生活目標の周知
や学校生活の約束等
の指導を徹底して、
ルールやマナーを遵
守しようとする態度を育
て、好ましい人間関係
を結べる児童を育成す

・積極的なあいさつに関しては児
童、職員ともに良い評価で児童自身
もよくできていると感じている。
・校内や公共機関の利用についての
ルールやマナーに関しては多くの児
童は尊寿しようとしているが、一部
の児童が守れていない。

・あいさつに関しては、大人が手本とな
ることが第一と考える。教師から元気な
あいさつを心がけ、かつ、良い挨拶がで
きる自動を認めさらに伸ばしていく。
・教師側が厳しい態度でないと規律を守
れないところがある。自分の行動を振り
返り、自分の言葉で述べる場面をつくっ
ていく。

A

・あいさつはコミュニケーションの基
本。一小、一中と連携してあいさつ運動
を行ってきているので、引き続きこれを
継続し、小中一貫してあいさつの習慣を
習得できるように取り組んでほしい。・
自分から進んであいさつできるとよい。
・電車内では静かに楽しく乗るなど、
ルールやマナーは引き続き指導してほし
い。

・挨拶の大切さを説き、校外でも児童同
士や地域の大人たちと進んで挨拶ができ
るように引き続き指導していく。
・公園や電車など公共の場のマナーにつ
いても家庭と連携し、自他共に気持ち良
い使い方や過ごし方ができるよう指導に
あたっていく。

「特別の教科 道徳」
の授業の充実を図ると
ともに、全教育活動を
通して「生命尊重」「思
いやり」「規範意識」等
児童の道徳性を育成
する。。

・校内の職員研修で道徳の指導の仕
方について学ぶ機会を設け、各教員
の授業の改善を図った。
・生命尊重や思いやりに関しては目
標を達成できている児童が多いと感
じるが、規範意識に関しては一部児
童に課題がある。

・道徳の指導に関しては長期的な計画で
指導し、少しずつ身についていくものと
考える。本校児童の様子をしっかりと捉
え、どのような指導に重点を置き指導に
当たるか考えていく。
・規範意識に関しては、道徳の学習に限
らず、学校生活全般を通して児童の道徳
性を養い、定着を図っていく。

B

・道徳の意識は、家庭と一体的な学びが
欠かせないと考える。
・学校公開における道徳講座参加率の改
善も難しいと思うので、紙資料の配布や
可能であれば当日の映像をHP等で閲覧出
来るようになるとよいと思う。
・公共交通機関を利用する時や他者の発
言を聞くときは静かにするものだが、授
業中においては積極的な言動が必要な場
面もある。メリハリを伝えられるとよ
い。

B

・年々授業の現場でのICT活用が広がっ
ており、なくてはならないツールになっ
てきている。苦手な児童もいるので対策
が必要。
・活用する教師の負担も大きいので、
国・都・市にはぜひ研修や好事例の共有
など教師の方々への支援を充実していた
だきたい。

・理解度が高い児童の力を借りて、理解
が十分にできていない児童を指導するこ
とを取り入れる。
・教師の負担が大きくならないよう教師
間での技術や情報の共有をさらに進めて
いく。また、教育委員会とも連携し、負
担の増加にならないように進めていく。
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縦割り班活動(異年齢
集団の活動)や情報モ
ラルの指導を通し、自
己肯定感を高め、自他
を認め・大切にする態
度を育て、偏見や差別
を持たない児童を育成
する。

・全体的に良くできているという評
価が見られた。1年間を通し、清掃
活動、遊びの計画や実施、全校オリ
エンテーリングなど、縦割り班活動
の取組は、全校の人間関係の醸成
や、思いやる児童を育むことに寄与
していた。

・縦割り班活動で異学年間の自他への思
いやりや集団としての自分の役割を学ば
せ、これから自分がリーダーになるのだ
という意識を育てていく意味でも積極的
に異年齢児童の交流を図り、実践してい
く。
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各教科・学年ごとにICT機
器を効果的に活用する方
法や学習活動を模索し、個
に応じた指導の充実を図
り、学力の向上を目指して
いく。そのためにもICT機器
関係の整備を進めていく。

・ICT機器に関しては、職員も保護
者も学びに対し効果的に活用してい
ると感じている。職員に関しては、
導入されてから様々な活用方法につ
いて検討してきた。
・校内の人材不足による個別指導・
個に応じた指導の時間・機会が取れ
ない現状がある。

・ICT機器を手段として、より効果的な
授業が行えるよう、今後も職員間での情
報共有を行い、授業改善に努める。
・理解度が高い児童の力を借りて、理解
が十分にできていない児童を指導するこ
とを取り入れる。

B

・児童・保護者・教師の評価に差が大き
いことが気になる。
・家庭教育の習慣化には親子のコミュニ
ケーションが重要だと考えている。学校
と保護者間で、児童と保護者の意識差の

要因を分析して共有できるとよい。

・理解できていない分野があっても、カ
リキュラムは進むので理解できないまま
進んでいないか。

・研究推進部を中心に児童の多くが『基
礎基本の学習の習熟』が十分と捉えられ
るような取り組みを模索し、学習の定着
はもちろん、満足感や達成感が得られる
ように実践していく。
・理解できていない分野については補修
を行う。学力定着のためにも各家庭に家
庭学習の重要性を説き定着を図ってい
く。

学力向上のために、言
語環境を整え、その活
動の充実を図り、言語
能力を育てるとともに
思考力・判断力・表現
力等を育成していく。

・授業において、児童が自分の考え
を、自分の言葉で話したり、書いた
りする活動をできるだけ多く設定し
ている。
・自分の考えを自ら発信することに
対して苦手意識をもっている児童は
多い。
・図書委員会や図書担当の職員の取
り組みにより、児童が本に触れ、親
しみを感じる機会が大変多かった。

・各学年において、授業内で取り組んでいる
活動を校内で共有していくことで、次年度以
降も計画的に指導できるよう体制を整えてい
く。
・児童なりに一所懸命に取り組んだ場面場面
で頑張りを認め、クラスの仲間たちにも認め
られる雰囲気づくりを通し、苦手意識を改善
していく。
・本に親しむことは児童の言語能力に大きく
かかわる部分であるため、これからも今まで
同様に実施していく。

B

・文章を読み、理解する力、それを発信
する力は中学から高校そして社会人へと
必要性が大きくなっていく。『読解力』
や『発言力』育成のための取り組みの充
実を望む。
・英語教育が小学校で必修化されてい
る。苦手意識を持たないよう英語に親し
める取り組みを期待する。

・児童一人一人の発言を大切にし、
自分の意見が認められる喜びを数多
く体験させていく。また、文を読
み、理解したことをメモして、考え
を整理させ発言するなど、発言に至
るまでの過程を大切にし自信をもっ
て発言できるよう図っていく。

主体的に学習し、行動でき
る児童を育成するため、各
教科の基礎的・基本的な学
習や技術をしっかりと身に
付けさせる。家庭とも連携し
て家庭学習が習慣化できる
ようを図っていく。

・各学年で、家庭学習について計画
的に取り組ませ、学習の習慣化につ
いては目標を達成できてきている。
・一方、児童のC・D評価が30％と高
く、3人に1人が達成できていないと
感じていることは課題である。

・授業内において、基礎的・基本的な学
力を定着させる様、授業改善を図る。
・基礎的・基本的な学力を明確に定着さ
せるために、学力調査等の結果を基に、
学年の児童に応じた家庭学習の計画を立
て、取り組ませていく。
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〈評価基準〉　　Ａ：達成できている　　　Ｂ：ほぼ達成できている　　　Ｃ：あまり達成できていない　　　Ｄ：達成できていない

項目 経営
本年度
の

具体的な方策

評価
(%) 分析結果 改善策

学校関係者
評価記入欄 今後の方向性

＜学校経営方針の重点＞
１ 確かな学力の育成 ２ 豊かな心の育成 ３ 健康な体の育成 ４ 家庭・地域等との連携


